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リス Στράτης Μυριβήληςとイリヤス・ヴェネジス Ηλίας Βενέζης、中央ギリシャ出
身のアンゲロス・テルザキス Άγγελος ΤερζάκηςとM.カラガツィスΜ. Καραγάτσης






であったし、完成作品は「断片的な性格 αποσπασματικό του χαρακτήρα」のもので
あり、「遊戯性と実験性 του παιχνιδιού και του πειραματισμού」の精神を楽しんで
ほしい、と述べている（p.10）。ところが、読者には受けがよく、二十年後の 1979



















 アンゲロス・テルザキス（1907-1979）同 51歳 
 M. カラガツィス（1908-1960）同 50歳 
 
レスボス島生まれのミリヴィリスは 1915 年に短編集「赤の物語 Κόκκινες 
ιστορίες」でデビュー、バルカン戦争や第一次大戦に従軍し、その体験から代表
長編「墓の中の生 Η ζωή εν τάφω」（1924年、第二版 1930年）が生まれた。その
後、第二、三長編の「金色の目の女教師 Η δασκάλα με τα χρυσά μάτια」（1933年）、
「ゴルゴンの聖女 Η Παναγιά η Γοργόνα」（1949年）を発表。1958年といえば最
後の短編集「緋の本 Το βυσινί βιβλίο」（1959年）以外の作品が全て世に出ている。 
ヴェネジスは小アジア・アイヴァリ（レスボス島の対岸）の出身で、波乱の
生涯を送った。小アジア大災厄でトルコの捕虜となり、一年あまり強制労働に
従事したが、その経験が処女作「31328号 Το νούμερο 31328」（1931年）に結実
する。第一次大戦勃発時のレスボス島への避難や、移住先アテネでの苦難も作











使っている（例えば、処女長編「リャプキン大佐 Ο συνταγματάρχης Λιάπκιν」（1933
年）や処女短編「ニーツァ夫人 Η κυρία Νίτσα」1928年）。四人のうち最年少だが、




































































































































































































































































































































































































ス・アルヴァニティス Ο Βασίλης ο Αρβανίτης」（1943）を思い出させる。他方、
エギナの荘厳な自然描写は、出来事が起きず情景をスケッチしただけの「ある
風景 Τοπίο」（「緑の本 Το πράσινο βιβλίο」（1935）所収）や「サロニコス湾の夜 Η 
νύχτα του Σαρωνικού」（「赤の本 Το κόκκινο βιβλίο」（1952）所収）を書いたこの作
家らしい 16)。 










































3) 連載開始一カ月ほど前の 1958年 2月 16日、「アクロポリス」紙面に宣伝をかねてリレ
ー形式のルールが紹介された（Φιλίππου, 1998）. 
4) 編集者の前書き（p.9）。一等賞は「マニの血Μανιάτικο αίμα」だったらしい（Φιλίππου, 1998）。 
5) 共同脚本は現代作家のガラティア・サランディ Γαλάτεια Σαράντη（1920年パトラ生まれ





など四人の作家による「四人の遊戯 Παιχνίδι των τεσσάρων」は好評でカスタニオティス

















12) ヒロインの名前の揺れは Καπανδρέου (2014) も指摘する。 
13) マニ出身で故郷を舞台にした作品を発表した作家にヤニス・グデリス Γιάννης Γουδέλης
（1919-1999）がいる。（出版社ディフロスを設立しカザンザキスの作品を出版してもい
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【←3, 5, 6】 
登場人物たちの和解 
【←1～7】 
ヴォルテリス（弁護士） 
ヤニスの老母 
【←番号】は「過去の謎」「未来の展開」が最初に導入された章の番号。 
 
